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指定管理者による公の施設の管理運営状況 

平成 30（2018）年度  

施設名 栃木県とちぎわんぱく公園 

施設所管課 県土整備部都市整備課 

指定管理者 

 

 

とちぎわんぱく公園指定管理グループ 

・公益財団法人栃木県民公園福祉協会（法人番号 9060005007605） 

・栃木県公園事業協同組合（法人番号 5060005007682） 

指定期間 平成 26（2014）年４月１日 ～ 平成 31（2019）年３月 31 日 

 

１ 施設の概要 

施設所在地  下都賀郡壬生町大字国谷２２７３ 

施設の概要 

 

 

 

 

 ① 指定管理者による管理面積 ３７．２ｈａ 

 ② 主要な施設 

  ふしぎの船、こどもの城、ぱなぱなのまち、なかよし農園、カヌーの家、 

  虹の広場、たぬきのめいろ、はてなの広場、夢花壇、冒険の湖、 

  トンボの池、風の原っぱ、りんご並木 等 

業 務 内 容 

 

 

 ① 公園の維持管理に関する業務 

 ② 有料公園施設の利用の許可に関する業務 

 ③ 公園の運営に関する業務 

 

２ 収支の状況 

 平成 30（2018）年度                                                         （千円） 

収入  支出 

指

定

管

理
※

２ 

 指定管理料 １２２，１９４  

 

 

 

 

指

定

管

理
※

２ 

 事業費 １６，９７２ 

 利用料金収入 ４，３６８  管理運営費 ７１，１９１ 

 その他収入※１ １，６６６  人件費 ３５，１１６ 

   その他支出※１ ５，８８８ 

 合計 １２８，２２８  合計 １２９，１６７ 

指定管理業務収支差額① ▲９３９   

自主事業 ４５，６０４  自主事業 ４３，５２４ 

自主事業収支差額② ２，０８０   

収支差額（①＋②） １，１４１   

備考（※１ その他収入の主なものを記載） 

・負担金     ７３８千円 

・利息        １千円 

・雑収入     ９２７千円 

 

 

 

 

備考（※１ その他支出の主なものを記載） 

・租税公課費    ５，８８８千円 

 

 

※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

 平成 29（2017）年度（前年度）                                              （千円） 

収入  支出 

指

定

管

理
※

２ 

 指定管理料 １２２，１９４  

 

 

 

 

指

定

管

理
※

２ 

 事業費 １６，４６６ 

 利用料金収入 ４，５２４  管理運営費 ７４，８５７ 

 その他収入※１ ７５４  人件費 ２８，８５３ 

   その他支出※１ ５，８８８ 

 合計 １２７，４７２  合計 １２６，０６４ 

指定管理業務収支差額① ▲１，４０８   

自主事業 ４７，４５７  自主事業 ５０，２３３ 

自主事業収支差額② ▲２，７７６   

収支差額（①＋②） ▲４，１８４   

備考（※１ その他収入の主なものを記載）  備考（※１ その他支出の主なものを記載） 
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・負担金    ６７５千円 

・利息       １千円 

・雑収入     ７８千円 

 

 

 

・租税公課費   ５，８８８千円 

 

 

※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

３ 利用状況 

 平成 29（2017）年度 平成 30（2018）年度 

公園利用者 ８５３，４４７人 ８４５，１３８人 

 

施 設 名（利用料金施設） 平成 29（2017）年度 平成 30（2018）年度 

ふしぎの船 ４４，２２６人 ４２，５２６人 

 

施 設 名 平成 29（2017）年度 平成 30（2018）年度 

体験学習施設 

 

催し物回数 

（延べ人数） 

１２８回 

（４，１４３人） 

１５５回 

（９，２７３人） 

  

４ サービス向上に向けた取組 

(1)基本テーマに基づいた管理運営 

 ・「自然体験」「農業体験」等のプログラムを企画し、子供たちが主体となって実践し、協力し合

い喜びや感動を分かち合う活動ができた。 

  ・飼育しているヤギのブラッシングやエサやりをとおしてヤギとふれあう「ヤギのおさんぽタイ 

ム」を実施し、命の尊さを学ぶ機会を提供することができた。 

 ・プログラムの実施にあたっては、専門家や地域で活動しているボランティア団体等の協力によ   

り質の高いプログラムを提供することができた。 

(2)利用者満足度を高める管理運営 

 ・車椅子、ベビーカー、着替え用の子供服、靴、傘を無料で貸し出した。 

 ・シンボル花壇である「夢花壇」は、ガーデンデザイナーに設計を依頼し、季節感、色合い、品   

質に重点を置いて修景を行った。 

 ・春には、通常の 7,500 ㎡の花畑に 5,500 ㎡を加えた合計 13,000 ㎡に約 175 万本のセントーレア 

を咲かせて、デスティネーションキャンペーンを盛り上げ、集客を図った。秋には約 25 万本の

コスモスを咲かせ、訪れる方の目を楽しませた。また、一面の花を楽しんでいただけるように、

花畑の中央に花見台を設置した。 

 ・平日の余暇を有効活用してもらうことを目的に、大人向けの陶芸教室、スケッチ講座、切り絵   

教室などを実施した。 

  ・こいのぼりや七夕飾り、クイズラリーなど、利用者が参加できるイベントや大道芸、ダンス、和

太鼓演奏などのステージイベントを実施した。 

 ・ハロウィンイベント、新年の獅子舞、雛段飾りなど、季節ごとのイベントを開催した。 

 ・12 月に、虹の広場を電飾で飾るとともに、電飾トレインを走らせるクリスマスイルミネーショ

ンを開催して、幻想的な夜の公園を演出した。 

 ・休日にはわんぱくトレインの運行、遊具や縁日を実施し、遊びのアイテムを増やした。 

(3)自然環境を保護・保全する管理運営 

 ・昆虫や野鳥が生息するための環境整備に努め、子供たちの体験プログラムにつなげた。 

 ・枝払いや間伐を適切に行い、樹林地の保全に努めた。 

 ・リンゴやサルスベリ、果樹の剪定を冬に行い、次年度にきれいな花を咲かせられるような管理   

を行った。 

(4)地域活動拠点として地域とともに生きる公園づくり 

 ・愛パークとちぎ事業、私たちの花壇事業を推進し、地域住民、企業等が継続的に環境美化に取

り組めるよう支援した。 

 ・年間を通して、公園の管理作業や体験プログラムの講師として公園ボランティアの協力を得て   

実施している。 

 ・とちぎグリーンフェスタでは、地元小学校や緑化団体の協力を得ながら、会場修景やイベント   
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を行っている。 

 ・リンゴの収穫を願う「かかしまつり」は、地元の幼稚園、保育園、小学校、中学校の協力を得   

て行っている。また、収穫したリンゴはご協力いただいた学校などに配付した。  

 ・壬生町、小学校、自治会などで構成する「とちぎわんぱく公園連絡協議会」を開催し、管理運営

に関する意見等をいただいて、管理運営の改善を行っている。 

 ・壬生町の特産品である「トマト」をＰＲする催し物「トマトのマルシェ」を、壬生町、ＪＡしも

つけ、ゆうがおの丘と協力しながら開催して、地域の活性化を図った。 

(5)効率的・安定性のある管理運営 

 ・ご意見箱、電話、メールなどにより利用者の意見を受け付けた。 

 ・苦情内容を全従業員に周知徹底し、原因究明と再発防止に向けて取り組んだ。 

 ・公園管理運営士など公園管理運営技術に関する有資格者を配置した。 

 ・災害発生時のマニュアルを作成し、来園者の避難誘導等安全確保に努めた。 

 ・巡回による安全確保と防犯を徹底した。 

 ・危険性が予想される箇所の把握、潜在的な危険を把握し、スタッフ全員に周知徹底した。  

 ・一括契約、一括購入により経費節減を図った。 

 ・朝礼時において、連絡、注意事項、笑顔の徹底を図った。 

 ・植栽管理等において、指定管理グループとして大型機械や大人数による短期集中の一括管理を   

行い、作業の効率化を図った。 

 ・管理作業マニュアルを作成し、管理作業に携わる全従業員に安全教育を行った。  

 ・遊具は毎日の日常点検をはじめ、月 1 回の定期点検、年 1 回の専門業者による総合点検を行い、   

安全性を確認している。 

 ・公園のキャラクターである「ピッピ」を活用して、ショッピングモールなどの催しで公園のＰ   

Ｒ活動を行った。 

(6)施設利用提供の実施計画 

 ・管理事務所は年間を通じて開所した。 

 ・有料公園施設については、繁忙期に休業日を設けずに営業した。 

 ・障害者がいる団体などの遠足時に、ぱなぱな工房が空いている場合には、休憩場所として提供   

している。 

 

５ 利用者意見への対応 

 利用者意見の把握方法 

・管理事務所に意見箱を常時設置し、ご意見票を回収 

    回収件数   ３３件 

主なご意見票の項目 良い 良い方 あまり良くない 悪い 

 

公園内はきれいでしたか 

 

公園の管理状況はいかが

でしたか 

 

花壇や樹木などの植物の

管理状態はいかがでした

か 

 

スタッフの対応はいかが

でしたか 

 

３１．３％ 

 

３１．３％ 

 

 

５３．４％ 

 

 

 

４４．８％ 

 

 

６２．５％ 

 

６８．７％ 

 

 

４３．３％ 

 

 

 

５５．２％ 

 

 

６．２％ 

 

０．０％ 

 

 

３．３％ 

 

 

 

０．０％ 

 

 

０．０％ 

 

０．０％ 

 

 

０．０％ 

 

 

 

０．０％ 

 
 

・ホームページで意見を受付 

・ボランティア団体意見交換会を開催し、意見・要望を聞き取り 

・とちぎわんぱく公園連絡協議会を開催し、意見・要望を聞き取り 

 主な利用者意見（苦情・要望）  対 応 

・イベントがある時の（園内の）案内が不十分だと思わ

れた。 

・こどもの城入口にディスプレイを設置

し、イベント案内にも活用する。 
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 主な利用者意見（積極的評価） 

・凄く楽しかった。 

・子どもの頃を思い出す。 

・花が美しかった。 

 

６ 指定管理者による自己評価 

 成果のあった取組・積極的に取り組んだ事項・利用者満足度向上への取組 

・ホームページでは、催し物の案内、花の開花情報をはじめ旬な情報を掲載した。  

・「わんぱく公園感謝デー」を実施し、雑草の繁茂時期に集中的に除草作業を進めることができた。 

・公園ボランティアに花壇の植替え作業等に参加してもらい、適切な時期に効率的に作業を進める

ことができた。 

・大人向けの体験プログラムを実施し、平日における施設の有効活用と参加者の生きがいづくり、 

交流を図ることができた。 

・年間を通して体験プログラム、季節イベント、ステージイベント等を実施し、利用者に楽しんで 

もらった。 

・デスティネーションキャンペーンの企画として、花畑を拡大して約 175 万本のセントーレアを咲

かせ、集客を図った。 

・開園時間を延長してクリスマスイルミネーションを行い、夜の公園を楽しんでいただいた。 

・壬生町、ＪＡしもつけ等の協力で「トマトのマルシェ」を開催し、壬生町特産物のＰＲに努めた。 

・マスコミ、フリーペーパー、情報誌など広く情報を発信し、公園のＰＲに努めた。  

・リンゴの受粉、摘果、剪定、薬剤散布を適宜行い、前年度以上のリンゴを収穫することができた。 

・作業機械の取り扱い講習、普通救命講習、SNS 研修等を従業員に受講させスキルアップを図った。 

・公園内の巡回や施設の日常点検を行い、危険箇所、不具合箇所を早期発見し、迅速に対応した。  

・地域と連携した公園管理・運営やイベントなどを実施した。 

・園内施設の修繕については、利用者への影響を最小限に抑えるため、優先順位及び実施時期を考

慮し工事を実施した。 

 公園の特性を生かした管理運営に向けた取組 ※指定管理者が独自に設定    

・公園の特性を生かした管理運営を行うため、目標達成状況や、管理運営上発生している課題をピ 

ックアップすることにより、当年度の公園の状況を把握・再検証し、次年度に向けた具体的な取

組方針を明確化している。 

・公園内をきれいに管理する場所と自然を生かした管理区域とに分けて、鳥や昆虫に配慮した管理 

を行っている。 

・コンソーシアムについては、当年度の状況及びその成果を把握・検証することで、今後の課題や 

効果的な実施方法を協議、検討している。 

  今後改善・工夫したい事項 

・施設の老朽化が進み修繕箇所が増えてきており、安全管理を考慮した上で予算の効率的な執行 

に努めていきたい。 

・県内外の誘客を図るため、近隣地施設との連携や広報活動を積極的に実施したい。  

・常に魅力ある公園であるため、利用者ニーズの把握や管理運営に関する情報収集に努めたい。  

・老木化、高木化による事故防止のため、樹木の適正な管理に努める他、倒木や枯損木の伐採が増

えていくため、計画的に新たな苗木を植栽し、育成する必要がある。 

 

７ 所管課室による評価 

項目 評価の内容 確認内容・所見等 評価 

１．住民の平

等利用の確

保 

 

 

 

 

 

①住民の平等利用が確保されたか。 

 

適切に実施されている。  

Ｃ 

 

②使用許可に関する権限が適正に行使

されたか。 

所定の手続に則り、適正な許可が行わ

れている。 

 

Ｃ 

 

③高齢者、障害者等に対する配慮はな

されたか。また、平等利用が確保でき

高齢者や障害者に対し、思いやり駐車

場を設け配慮している。障害者手帳の

Ｃ 
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ない場合の対応は適切か。 

 

 

 

 

提示で公園内を移動するわんぱくト

レインの料金を免除している。また、

園内売店においては、障害者就労施設

で製造される商品を仕入れ販売して

いる。 

 

２．施設の効

用の最大限

発揮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の設置目的に沿った業務実施が

なされたか。 

 

施設の設置目的に沿った管理運営が

適切に実施されており、日常点検・定

期点検の結果も記録されている。 

 

Ｃ 

②施設の利用促進、県民サービスの向

上が図られたか。 

全体の公園利用者数は目標を達成出

来なかったが、体験学習施設の延べ人

数は前回より大幅に増加した。 

 

Ｃ 

 

③利用者満足度を把握し、満足度の向

上が図られたか。 

ご意見票の回収率昨年度から下がっ

ている。回収率向上の工夫が必要と思

われる。 

 

Ｃ 

④利用者からの意見、苦情に対して適

切な対応がなされたか。 

 

要望、苦情に対して迅速かつ適切に対

応しており、その記録が保管されてい

る。特に、流行した携帯ゲームにより

夜間侵入者が現れたが、不法侵入を防

止する看板の設置や、ゲーム会社への

削除依頼等により解決に導いた。 

 

 

Ｂ 

⑤施設、設備、備品の維持管理や安全

管理は適切になされたか。 

 

駐車場にて落枝による車の破損事故

があった。 

備品の管理は適切に実施されている。 

 

Ｄ 

⑥指定管理者の創意工夫により業務改

善等がなされたか。 

 

 

リンゴの結実を促進するために、ミツ

バチによる受粉の促進や年間を通じ

てＪＡのりんご専門部防除指針にの

っとった薬剤散布により昨年度以上

の収穫をすることが出来た。 

 

 

Ｂ 

 

３．管理を安

定的に行う

物的人的基

礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①組織体制は適正か。 

 

当該業務をおおむね適正に遂行でき

る組織となっている。 

 

Ｃ 

 

②収支は適正でバランスがとれたもの

か。 

おおむね適正である。  

Ｃ 

 

③経費の縮減に取り組まれてきたか。 

 

 

 

 

 

事業計画書どおり多目的、多用途に従

事するスタッフを配置し人件費を削

減するとともに、保険や第三者への委

託業務について一括契約を行うなど

コスト縮減に取り組んでいると認め

られる。 

 

 

Ｃ 

④人材育成は適切に実施されている

か。 

 

公園管理に必要な資格の取得や技術

と能力を向上するため、事業計画書に

基づいた研修を実施した。 

 

Ｃ 

⑤危機管理体制（事故、緊急時の対応）

は確保されているか。 

 

事故発生時には、速やかな対応・報告

を実施しており、異常気象時において

も、迅速に安全点検を実施して報告し

ている。 

 

Ｃ 

⑥県や関係機関との連携体制は確保さ

れているか。 

県や関係機関と連携し、管理運営を行

っている。   

 

Ｃ 

 

 

４．個人情報

①個人情報の保護についての措置が計

画どおり実施されているか。 

個人情報の保護に関する要領を定め、

適切に保護をしている。 

Ｃ  
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保護 

 

 

②情報公開は適切になされているか。 

 

情報公開事務処理要領を定め、適切に

運用をしている。 

 

Ｃ 

 

５．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の特性にふさわしい自己評価が

なされているか。 

 

自己評価の改善が見られた。 

次年度に向けた課題をより具体化し、

解決に向け取り組んでいただきたい。 

 

Ｃ 

②自主事業が計画どおりに実施されて

いるか。 

おおむね計画どおりに実施された。特

にクリスマスイルミネーションでは

電飾したトレインを運行するなど魅

力ある事業の演出を行った。 

 

Ｃ 

③イベント等を実施している場合は、

地域との連携が図られているか。 

 

 

 

地域との協働を図るため、かかしまつ

りやグリーンフェスタ等に近隣の幼

稚園、小学校、中学校と連携しイベン

トを盛り上げた。 

 

 

Ｂ 

④環境への配慮（騒音・公害対策、ごみ

削減等）がなされているか。 

 

枯枝や支障枝剪定後、チップ化し園路

にまくなどゴミの縮減に努めた。 

 

Ｂ 

⑤その他管理運営上の特記事項 

 

 

昨年の本ＤＣに引き続きアフターＤ

Ｃにあわせ、セントーレアの栽培を行

った。 

 

Ｂ 

総合的な評価 

 全般的におおむね良好な管理運営状況である。ＤＣの一環として行ったセントーレアの植栽など、

公園の魅力を高めるための取り組みを積極的に実施することで、地域に愛される公園となっている。

今後とも、イベントや体験学習プログラムを充実させることにより、公園利用者数の増加につなげ

ていってほしい。 

  ※「評価」欄には、以下の指標により判定した結果を記載すること。 

     Ａ：事業計画に対して極めて優れた取組となっている。 

     Ｂ：事業計画に対して優れた取組となっている。 

     Ｃ：事業計画どおりの取組となっている。 

     Ｄ：事業計画に対して劣る取組となっている。 

     Ｅ：事業計画に対して極めて劣る取組となっている。 


